
５
月
２
１
日(

金)

建
交
労
東
京
都
本

部
は
、
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
の
要
求
を
掲

げ
た
春
の
東
京
労
働
局
交
渉
を
行
い
ま

し
た
。
感
染
症
対
策
の
た
め
人
数
制
限

の
下
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

従
前
か
ら
の
要
請
と
共
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
要
請
を
行
い
ま

し
た
。
労
働
局
か
ら
の
回
答
は
以
下
の

通
り
で
す
。

１
：
自
動
車
運
転
者
の
「
改
善
基
準
告

示
」
を
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
１
５
３
号
条
約
や

同
第
１
６
１
号
勧
告
、
厚
生
労
働
省

「
過
労
死
認
定
基
準
」
な
ど
と
の
関
連

や
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
付
帯
決
議

に
も
と
づ
き
、
罰
則
化
を
含
む
法
制
化

を
直
ち
に
行
う
こ
と
。

Ａ
：
法
律
の
制
定
に
つ
い
て
は
国
会
の

専
権
事
項
の
た
め
回
答
を
差
し
控
え
さ

せ
て
頂
き
ま
す
が
、
要
請
の
趣
旨
を
厚

生
労
働
省
に
お
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

改
善
基
準
告
示
な
ど
重
大
な
事
案
に
つ

い
て
は
国
土
交
通
省
と
相
互
に
通
報
し
、

必
要
な
処
置
を
講
じ
る

と
共
に
、
今
後
も
国
土

交
通
省
と
連
携
し
て
、

事
業
所
へ
の
査
察
指
導

等
を
行
な
っ
て
い
き
ま

す
。

２
：
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者

が
守
る
べ
き
、
改
善
基

準
告
示
や
労
働
基
準
法

等
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ

を
作
成
し
、
広
く
配
布

す
る
こ
と
。

Ａ
：
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者

の
労
働
時
間
等
の
改
善

基
準
の
ポ
イ
ン
ト
と
い

う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
て
、
事
業
主
に
対

す
る
説
明
や
説
明
会
に

お
い
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
使
用
し
て
周
知
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

３
：
社
会
保
険
（
労
働
保
険
含
む
）
未

加
入
事
業
者
の
加
入
促
進
な
ど
関
係
諸

法
令
の
遵
守
を
徹
底
さ
れ
る
こ
と
。

Ａ
：
労
働
保
険
未
手
続
事
業
所
の
一
掃

に
つ
き
ま
し
て
は
、
極
め
て
重
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
令
和

３
年
を
初
年
度
と
す
る
第
７
次
労
働
保

険
未
手
続
事
業
一
掃
対
策
３
カ
年
計
画

を
作
成
し
、
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督

署
・
公
共
職
業
安
定
所
等
と
連
携
を
図

り
、
未
手
続
事
業
所
の
把
握
、
文
書
で

の
加
入
勧
奨
、
個
別
訪
問
な
ど
に
よ
り

解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

収
束
す
る
ま
で
は
、
「
雇
用
調
整
助
成

金
」
の
特
例
処
置
の
延
長
と
社
会
保
険

負
担
の
減
免
処
置
の
創
設
す
る
こ
と
。

Ａ
：
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
処
置
は
、

雇
用
の
維
持
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

特
例
処
置
の
延
長
に
関
し
て
は
、
今
後

も
感
染
症
の
影
響
を
見
極
め
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
厚
生
労
働
省
に
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

５
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
、
解
雇
や
退
職
勧
奨
等
へ

の
規
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

Ａ
：
法
律
の
制
定
に
つ
い
て
は
国
会
の

専
権
事
項
の
た
め
回
答
を
差
し
控
え
さ

せ
て
頂
き
ま
す
が
、
要
請
の
趣
旨
を
厚

生
労
働
省
に
お
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
大
量

整
理
解
雇
や
休
業
等
を
行
っ
て
い
る
企

業
に
対
し
て
労
働
基
準
法
に
基
づ
く
適

切
な
労
務
管
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
指
導

に
取
り
組
む
と
こ
ろ
で
す
。

６
：
残
業
（
早
出
残
業
も
含
む
）
は
臨

時
的
・
緊
急
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を

周
知
し
、
ま
た
、
臨
時
的
・
緊
急
的
に

限
る
よ
う
、
休
日
労
働
は
極
力
避
け
る

よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
。

Ａ
：
労
使
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
る
以

上
、
法
律
違
反
と
し
て
指
導
を
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
時
間
外
労
働
は

本
来
臨
時
的
な
も
の
と
し
て
必
要
最
小

限
に
留
め
ら
れ
る
べ
き
で
も
の
で
あ
り
、

長
時
間
労
働
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は

労
働
時
間
削
減
に
向
け
指
導
を
し
て
お

り
ま
す
。

７
：
臨
時
的
・
緊
急
的
な
も
の
で
あ
る

残
業
時
間
を
組
み
込
ん
だ
所
定
労
働
時

間
を
設
定
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
こ
と
。

Ａ
：
時
間
外
休
日
労
働
は
本
来
臨
時
的

な
も
の
と
し
て
最
小
限
で
あ
る
べ
き
も

の
で
す
が
、
所
定
労
働
時
間
に
法
定
時

間
外
休
日
労
働
を
含
め
る
こ
と
は
決
し

て
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
く
、
必
要
に

応
じ
て
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
た
だ
し
、

適
正
に
労
使
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
る

以
上
は
、
残
業
時
間
を
組
み
込
ん
だ
所

定
労
働
時
間
を
設
定
す
る
こ
と
を
認
め

な
い
と
す
る
指
導
を
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

【
都
本
部

書
記
長

遠
藤

晃
】

建
交
労
・
京
王
新
労
組
支
援
共
闘
会

議
は
５
月
２
８
日
、
第
１
０
回
総
会
を

三
多
摩
共
同
労
働
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

を
万
全
に
し
た
会
場
に
３
３
名
の
仲
間

が
集
い
ま
し
た
。
支
援
共
闘
会
議
の
副

議
長
で
あ
る
松
田
都
本
部
委
員
長
が
開

会
の
挨
拶
を
し
「
長
い
闘
い
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
が
、
ひ
る
む
こ
と
な
く

解
決
を
迫
る
運
動
を
展
開
し
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
弁
護
団
か
ら
は
吉

田
健
一
弁
護
士
（
自
由
法
曹
団
団
長
）
、

中
川
勝
之
弁
護
士
（
同
東
京
支
部
長
）

に
裁
判
お
よ
び
労
働
委
員
会
で
の
状
況

や
展
望
な
ど
を
報
告
し
て
頂
ま
し
た
。

ま
た
、
国
土
交
通
労
組
安
藤
中
央
執
行

委
員
長
、
同
後
藤
副
委
員
長
、
自
交
総

連
高
城
中
央
執
行
委
員
長
ら
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
該
の
事
務

局
か
ら
は
、
１
年
間
の
活
動
総
括
、
会

計
報
告
、
予
算
案
、
活
動
方
針
、
役
員

案
の
提
案
が
あ
り
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
松
田
副
議
長
の
音
頭
で
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
て
終
了
し
ま
し

た
。
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

は
い
つ
も
明
る
く
元
気
に
を
モ
ッ
ト
ー

に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
【
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労

組
）

執
行
委
員
長

佐
々
木

仁
】
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新
型
コ
ロ
ナ
対
策
強
化
を
！
東
京
労
働
局
要
請



６
月
２
５
日

告
示
、
７
月
４

日
投
開
票
の
東

京
都
議
会
議
員

選
挙
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。

昨
年
の
東
京

都
知
事
選
挙
で

は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
広
が
り

の
中
で
、
都
民

の
命
と
健
康
を

守
る
た
め
の
医

療
・
検
査
体
制

の
拡
充
、
生
活

と
営
業
の
補
償

の
徹
底
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
要
と
な
っ

て
い
る
都
立
・
公
社
病
院
の
独
立
行

政
法
人
化
中
止
、
貧
困
と
格
差
の
是

正
な
ど
が
重
要
な
争
点
と
し
て
た
た

か
わ
れ
ま
し
た
。

１
９
９
４
年
に
は
７
１
か
所
あ
っ

た
保
健
所
を
、
自
民
・
公
明
の
都
政

が
３
１
か
所
に
ま
で
減
ら
し
た
た
め
、

公
衆
衛
生
の
確
立
や
コ
ロ
ナ
対
策
に

つ
い
て
、
重
大
な
立
ち
遅
れ
が
生
じ

た
と
言
え
ま
す
。

採
算
が
合
わ
な
い
と
こ
ろ
を
切
り

捨
て
て
、
「
稼
ぐ
東
京
」
と
言
い
放

つ
小
池
都
知
事
は
、
都
立
・
公
社
病

院
の
独
法
化
を
撤
回
せ
ず
、
自
民
・

公
明
・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
と
と
も
に

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
を
強
行
す
れ
ば
、
全
世
界

か
ら
１
０
万
人
の
関
係
者
が
来
日
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
や
生
徒
数
十
万
人
を
オ
リ
・

パ
ラ
観
戦
に
動
員
す
る
計
画
が
あ
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
が
大
き
く
広
が

る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
こ
だ
わ
っ
て
都
民
の
生
命

を
危
険
に
さ
ら
し
て
い
い
の
か
、
緊

急
事
態
宣
言
と
自
宅
待
機
、
営
業
自

粛
に
よ
り
ズ
タ
ズ
タ
に
な
っ
た
暮
ら

し
と
営
業
を
ど
う
守
り
支
え
て
い
く

の
か
が
、
重
要
な
争
点
と
し
て
大
き

く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

安
保
法
制
・
戦
争
法
反
対
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
立
憲
主
義
の
回
復
を
め

ざ
し
て
前
進
し
て
き
た
野
党
と
市
民

の
連
合
が
、
都
議
選
で
大
き
く
勢
力

を
伸
ば
せ
ば
、
年
内
に
必
ず
あ
る
衆

議
院
議
員
選
挙
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

市
民
と
野
党
の
連
合
政
権
の
実
現

も
、
手
の
届
く
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。都

民
は
も
ち
ろ
ん
投
票
し
、
都
民

で
な
い
人
も
切
実
な
要
求
を
掲
げ
て
、

都
議
会
議
員
選
挙
に
か
か
わ
り
ま
し
ょ

う
。
強
く
呼
び
か
け
ま
す
。

執
行
委
員
長

松
田

隆
浩

バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

は
５
月
２
７
日
（
木
）
全
労
連
・
東

京
地
評
争
議
支
援
総
行
動
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
４
３
名
の
参
加
で
京
王
電

鉄
本
社
を
包
囲
し
ま
し
た
。
不
当
な

判
断
が
続
き
、
長
期
化
し
て
い
る
争

議
に
つ
い
て
「
京
王
電
鉄
は
争
議
を

早
期
に
解
決
せ
よ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

主
催
者
の
井
澤
智
東
京
地
評
事
務

局
長
の
代
表
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
建

交
労
・
京
王
新
労
組
支
援
共
闘
会
議

の
角
幹
事
、
三
多
摩
労
連
菅
原
副
議

長
、
自
交
総
連
高
城
中
央
執
行
委
員

長
（
交
運
共
闘
議
長
）
、
日
航
パ
イ

ロ
ッ
ト
争
議
団
の
和
波
さ
ん
か
ら
連

帯
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

要
請
団
を
選
出
し
大
き
な
拍
手
と
激

励
で
京
王
電
鉄
と
の
交
渉
に
挑
み
ま

し
た
。
東
京
都
本
部
遠
藤
書
記
長
の

決
意
表
明
の
後
、
当
該
の
藤
山
書
記

長
が
「
京
王
電
鉄
は
争
議
を
解
決
し

ろ
！
長
時
間
労
働
は
止
め
乗
客
の
安

全
を
守
れ
！
」
と
シ
ュ
フ
レ
ヒ
コ
ー

ル
。

最
後
に
「
全
て
の
争
議
を
可

決
す
る
た
め
に
団
結
頑
張
ろ
う
！
」

の
音
頭
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

【
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

執
行
委
員
長

佐
々
木

仁
】
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６
月
８
日
（
火
）
東
京
青

年
部
は
第
２
０
回
定
期
総
会

を
リ
モ
ー
ト
で
開
催
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

２
度
の
延
期
を
経
て
開
催
と

な
っ
た
総
会
に
は
神
田
支
部
、

関
東
支
部
、
鉄
道
東
京
、
京

橋
運
送
支
部
等
か
ら
青
年
が

参
加
。
全
国
青
年
部
の
山
内

理
恵
副
部
長
に
御
挨
拶
を
頂

き
、
活
動
方
針
、
決
算
・
予

算
、
役
員
等
を
採
択
し
ま
し

た
。
直
接
会
い
交
流
し
な
が

ら
団
結
を
深
め
て
き
た
青
年

部
に
と
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
も
全
国
青
年
部

や
東
京
地
評
青
年
協
等
と
連

携
し
、
多
く
の
青
年
の
要
求

実
現
を
目
標
に
奮
闘
し
ま
す
！

全
国
青
年
部
が
提
起
す
る

取
組
み
「
反
核
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
２
０
２
１
」
に
東
京
青
年

部
と
し
て
賛
同
し
、
参
加
を

呼
び
か
け
ま
す
。

①
「
思
い
よ
届
け
！
折
り
鶴

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
折
鶴
７

月
２
３
日
（
金
）
都
本
部
必

着
で
お
願
い
し
ま
す
。
）

②
「
核
兵
器
い
ら
な
い
！
ツ

イ
ッ
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
「
核
兵
器
い
ら
な
い
」
と

い
う
思
い
が
伝
わ
る
写
真
や

動
画
ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｕ
ｔ
ｉ
＠
ｋ

ｅ
ｎ
ｋ
о
ｕ
ｒ
о
.
о
ｒ
.

ｊ
ｐ
ま
で
、
期
間
：
７
月
３

０
日
～
８
月
９
日
）
」

③
「
日
本
の
参
加
求
む
！
核

兵
器
禁
止
条
約
」
（
署
名

７
月
３
１
日
中
央
本
部
必

着
で
お
願
い
し
ま
す
。
）

是
非
、
多
く
の
組
合
員
の

参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

ワ
ク
チ
ン
が
貧
困
国
で
不

足
し
て
い
る
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
警

告
し
た
。
ア
フ
リ
カ
大
陸
で

は
、
今
日
ま
で
接
種
し
た
ワ

ク
チ
ン
は
人
口
の
２
％
に
満

た
な
い
と
報
告
。
最
大
の
課

題
は
、
供
給
量
で
は
な
く
運

搬
す
る
作
業
、
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー

ン
（
低
温
輸
送
網
）
の
格
差

で
あ
る
事
は
世
界
共
通
の
認

識
と
な
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
完
了
し
た
人
の

人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
約
６
割
、
チ
リ
約

５
割
、
英
４
・
米
役
４
５
％
、

独
・
ス
ペ
イ
ン
・
伊
・
仏
約

３
割
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、
ロ

シ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
が
１

割
台
と
続
き
、
日
本
は
韓
国

よ
り
低
く
７
％
台
と
な
っ
て

い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
イ
タ
ー

通
信
は
、
日
本
が
先
進
国
の

中
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が

低
い
事
を
不
安
視
す
る
記
事

を
掲
載
、
日
本
国
内
の
世
論

調
査
で
国
民
の
大
半
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
よ
っ
て
感

染
が
拡
大
す
る
事
を
不
安
視

し
て
い
る
事
を
紹
介
。
フ
ラ

ン
ス
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信
で
は
、

観
客
を
入
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
で
感
染
が
拡
大
す

る
事
を
専
門
家
が
指
摘
し
て

い
る
と
報
道
。
ド
イ
ツ
の
Ｄ

Ｐ
Ａ
通
信
で
は
、
国
民
の
反

対
や
専
門
家
の
懸
念
に
関
わ

ら
ず
、
政
府
と
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
大

会
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と

紹
介
。
ア
メ
リ
カ
の
政
治
専

門
誌
ザ
・
ヒ
ル
で
、
医
学
博

士
の
リ
サ
・
ブ
ロ
ッ
ソ
―
氏

と
ア
ニ
ー
・
ス
パ
ロ
ー
氏
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
つ
い

て
会
場
の
換
気
シ
ス
テ
ム
の

対
策
が
不
十
分
で
あ
る
と
い

う
見
解
を
掲
載
、
ま
た
、
参

加
す
る
多
く
の
選
手
が
ワ
ク

チ
ン
未
接
種
の
状
態
で
競
技

を
行
う
事
を
懸
念
す
る
と
指

摘
し
た
。

全労連・東京地評争議支援総行動

５月２７日（木）バス関連支部

（京王新労組）京王電鉄本社包囲

■６月２９日（火）９時～京王電鉄株主総

会会場前宣伝／京王プラザ八王子

■７月 ５日（月) １３時半～バス関連支

部（京王新労組／ 東京地裁６３１号

■７月 ８日（木）１３時～１８時バス関

連支部（京王新労組）都労委証人尋問

／東京都庁第一庁舎３８階

■７月１７日（土）１３時～三多摩労連第

３１回定期大会／北多摩西教育会館

組合掲示板


